
 

 ●効率的な行政執行や地方交付税の増額などの結果、約30
億円の歳入増が見込まれるため、草加市被災者支援基金を活
用した生活支援事業を実施するほか、市内リフォーム補助金
や太陽光発電システム設置補助金の増額補正が計上されて
います。また、各基金への積み増しが行われます。 

       
民主党埼玉第３区（越谷市･草加市）越谷市南越谷 1-11-7 TEL 048-989-8788 総支部長 細川律夫      2011 年 9 月・６７号 

 

   草加市議会議員  
せ き   か ず ゆ き 

 関   一 幸 活 動 レポート

   草加市議会９月定例会（会期９月１日～22日）       
  平成 23 年 9 月 1 日（木）より 22 日（木）まで、草加市議会 9 月定例会が開催されました。今
議会の議案の一部をご紹介させていただきます。 

 
 
 
 
 

 

≪増 額 補 正≫ 
①市内リフォーム補助事業（緊急経済対策） 
⇒認定されたリフォーム施行業者で、市内の建物・付属設備の改築を行う場合、契約金額の20％
（上限１０万円）が、補助金として施行業者に交付されます。当該補助金額分が、発注者に
値引きされます。 
（補正内容）１６０件分：１２００万円 追加 

 
②太陽光発電システム設置補助金（資源・エネルギー有効活用推進事業） 
 ⇒環境共生都市として、自然エネルギーの有効利用を促進するため、太陽光発電システムを設

置する方に、１件当たり３５,０００円を上限として補助金を交付します。国や県の補助金
と併用すれば、３４０,０００円の補助金が受け取れます。 

（補正内容）１８０件分：６３０万円 追加 
 
≪土地開発公社への貸付・各基金への積み立て≫ 
「財政」は現在の市民サービスの向上はもちろん、将来世代に過重な負担を残さないことも求め
られます。平成２３年度９月補正予算では、こうした考え方をもとに、土地開発公社の返済、公
共施設の改修を計画的に行うための公共施設整備基金、災害時などに対策の拠点となる市役所建
替えのための庁舎建設基金などに積み立てを行います。 
①公共施設整備基金・・・ ３億円積立 基金残高：４億円 
②庁舎建設基金・・・・・ ５億円積立 基金残高：５.１億円 
③土地開発公社・・・・・１１億円の長期借入金を返済 銀行からの長期借入金算高：０円 
 

                        ●草加市では、市民の皆様にきちんと情報 

                       を提供するため、独自に放射線量の測定を 

行っています。測定結果については、随時草加市ホーム 

ページに掲載されていますので、下記アドレスからホームページをご覧下さい。 

                   【http://www.city.soka.saitama.jp】 
                        

●大規模な災害による被災者の支援に要する費用 
に当てるため、草加市が２,０００万円を拠出して、基金を 

創設しました。市民・団体の皆様からの寄付も積立、被災者支援に活用します。                        
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すでに 500万円を超える寄附をいただいています。ありがとうございます。 


